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はじめに 

 
このスキー場傷害報告書は，毎年全国スキー安全対策協議会より協力を依頼したスキー場の 2月中の

データをもとに作成しています。本調査は，45 スキー場（一部スキー場が入れ替わったり休止スキー

場があったりして毎年同じではない）の協力を得て実施することができました。我が国において，本調

査のような大規模かつ長期（1979 年から現在に至る）にわたる経年的統計データは他に見られないこと

から，本調査には大切な意義があると考えられます。 

2025/2026 シーズン（以下 25/26）は，12月の豊富な降雪による早いシーズンインや，記録的な降雪

を観測した地方があったり，九州・中部・関西・中国地方が降雪に恵まれたりしたシーズンでした。 

25/26シーズンの特徴として下記 2項目が挙げられます。 

1. 訪日外国人と傷害発生率の推移 

COVID-19 以前（2018 年）の 2 月総輸送人員（32,029,826 人）に対して 2026年は 30,493,512 人と，

約 95％（昨シーズンに比べて 3.8 ポイント増）まで客足が回復しました。その回復基調を支えるのは訪

日外国人に拠るところが大きく，25/26 シーズンの全傷害調査対象（3,274 件，昨年に比べ 515 件増）

に占める訪日外国人（947件，昨年に比べ 158件増）の割合は，28.9%（昨年と比べ 0.3ポイント増）と

なり，上位 10国の件数（人）と全訪日外国人に占める国別割合(%)は，オーストラリア（318人，33.6％），

台湾（126 人，13.3％），中華人民共和国(中国)（84 人，8.9％），香港（83 人，8.8％），アメリカ合衆

国（73 人，7.7％），シンガポール（50 人，5.3％），タイ（40 人，4.2％），大韓民国 (韓国)（22 人，

2.3％），イギリス（17 人，1.8％），マレーシア（15人，1.6％）の順で，アジア系が約 4 割（東・東南・

南アジア 370人，39.1%）を占めました（志賀高原地区は独自調査用紙での報告のため国別調査対象外）。 

25/26 シーズンのスキー・スノーボード・ソリその他を合わせた受傷率（%）は 0.0107 と過去 10 シ

ーズンで 3番目に高い値となりました。 

2．ヘルメット着用率の増加 

ヘルメット着用率は 19/20 シーズンまで順調に増加していましたが，20/21 シーズンに一気に減少に

転じた後，COVID-19 渦中の 3 シーズンを経て徐々に持ち直し，25/26 シーズンはスキーで 64.2%（昨シ

ーズンに比べ 1.9ポイント増），スノーボードで 47.7%（昨シーズンに比べ 4ポイント増）と，いずれも

最高値を更新しました。主なスキー外傷の部位や種類の傾向は例年と変わらず，頭部外傷がスキーで 4

位，スノーボードで 3位と高位を占めることや，欧米のヘルメット着用率の約 8割には到底及んでいな

いことから，ヘルメット着用のさらなる啓蒙活動が望まれます。 

本調査の目的はスキー場の傷害調査であることから，スキー場より報告された調査票に含まれるスキ

ー傷害以外の急病等の疾病や，スキー場付帯施設での傷害（駐車場やレストラン等での転倒等）につい

ては集計から除いていることをご了承願います。なお，調査項目や調査票については，記入に要する労

力や経費削減の観点から引き続き精査しております。 

本報告書が，スキー場のリスクマネジメント・スキー学校等における安全指導の参考資料等として活

用され，安全で楽しいスノースポーツ発展の一助となることを願っています。 

本調査にご協力いただいた，受傷したスノースポーツ愛好者の方々，スキーパトロール隊や診療所等

スキー場関係者の皆様に厚くお礼申し上げます。 

2026（令和 8）年 6月 

全国スキー安全対策協議会 

調査委員 富 樫 泰 一  
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1. 協力スキー場および調査期間 

2026 年 2月 1日から 2月 28 日の 1ヶ月間，全国 45 スキー場から報告があったデータをもとに集計・

分析しました。協力スキー場及び受傷者数については表 1，表 2に示しました。 

なお，志賀高原地区については，志賀高原エリアの 8スキー場を総合したものですが，シーズンによ

って協力スキー場が異なる場合があります。 

 

2. 用具の分類 

用具は，2011/2012シーズンの調査用紙より次のように分類しました。 

1） スキー 

① アルペンスキー（従来のノーマルスキー，カービングスキー，ファンスキーやファットスキー，

モーグルスキー，オールランドスキー等を含む） 

② スキーボード（スキー板の長さ 100cm 未満のもの） 

③ テレマークスキー 

④ クロスカントリースキー 

⑤ その他のスキー 

2） スノーボード 

① フリースタイルスノーボード 

② アルペンスノーボード 

③ その他のスノーボード 

3） ソリ 

① 子供用ソリ 

② 腰掛ソリ（スノースクート） 

③ 立ち乗りソリ 

④ その他のソリ（チューブを含む） 

4）その他 

 

3. 受傷者数および集計･分析の対象 

45スキー場から送付されてきた調査票のうち，持病や体調不良などスノースポーツ傷害ではないと思

われるもの 32件（駐車場やレストハウス等での転倒，雪遊び中の事故，体調不良｛疲労・貧血・鼻血・

痙攣・筋肉痛・めまい等｝，持病の悪化｛てんかん・腰痛・筋肉痛｝，内科系疾患等｛脳梗塞等｝）を除

き 3,274 件を分析の対象としました。その受傷者内訳は，スキー1,559（表 1），スノーボード 1,705 件

（表 2），ソリその他が 10件（表 2）でした。 

なお，各項目における集計・分析は原則として無記入（欠損値）を除いて行いました。 
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表 1．用具別受傷者数（スキー） 

  
  

(F) (G)(人)

アルペンス
キー

スキーボー
ド（100cm未

満）

テレマーク
スキー

クロスカント
リースキー

その他のス
キー

スキー小計

1 ニセコ東急グラン・ヒラフ 76 40 0 0 0 1 41

2 朝里川温泉スキー場 24 14 0 0 0 0 15

3 サッポロテイネスキー場 59 28 0 0 0 0 28

4 札幌国際スキー場 29 13 0 0 0 0 13

5 ルスツリゾートスキー場 187 91 7 0 0 1 99

6 富良野スキー場 91 49 0 0 0 0 49

7 大鰐温泉スキー場 28 27 0 0 0 0 27

8 安比高原スキー場 60 30 1 0 0 0 31

9 みやぎ蔵王白石スキー場 15 5 0 0 0 2 7

10 みやぎ蔵王えぼしリゾート 29 13 0 0 0 0 13

11 猪苗代スキー場 77 31 0 0 0 0 32

12 星野リゾートネコママウンテン北エリア 19 10 0 0 0 0 10

13 星野リゾートネコママウンテン南エリア 64 25 0 1 0 0 26

14 会津高原たかつえスキー場 29 10 1 0 0 0 11

15 たざわ湖スキー場 36 23 0 0 0 1 24

16 蔵王温泉スキー場 159 96 0 1 0 0 97

17 苗場スキー場 89 56 1 0 0 0 58

18 石打丸山スキー場 50 20 0 0 0 0 20

19 舞子スノーリゾート 112 43 0 1 0 0 44

20 上越国際スキー場 79 42 0 0 0 0 42

21 六日町八海山スキー場 10 4 0 0 0 0 4

22 斑尾高原スキー場 86 28 1 0 0 4 33

23 野沢温泉スキー場 296 127 0 0 1 5 133

24 志賀高原地区 240 165 0 0 0 0 165

25 エイブル白馬五竜 205 76 2 0 0 1 79

26 白馬八方尾根スキー場 158 107 1 0 0 0 108

27 白馬岩岳スノーフィールド 104 49 0 0 0 0 49

28 栂池高原スキー場 162 70 0 0 0 1 71

29 立山山麓スキー場 25 9 0 0 0 0 9

30 白山一里野温泉スキー場 21 12 1 0 0 0 13

31 草津温泉スキー場 21 8 0 0 0 0 8

32 スノーパーク尾瀬戸倉 14 8 1 0 0 0 9

33 万座温泉スキー場 3 0 0 0 0 0 1

34 ハンターマウンテン塩原 108 30 0 0 0 0 30

35 ダイナランド 134 32 0 0 0 0 32

36 スキージャム勝山 67 18 0 0 0 0 19

37 箱館山スキー場 11 6 0 0 1 0 7

38 ハチ北高原スキー場 76 22 1 0 0 0 23

39 びわ湖バレイスキー場 65 31 0 0 0 0 32

40 ハチ高原スキー場 43 20 1 0 0 0 21

41 だいせんホワイトリゾート 28 11 0 0 0 0 11

42 恐羅漢スノーパーク 52 5 1 0 0 2 8

43 めがひらスキー場 15 4 0 0 0 0 4

44 ユートピアサイオト 12 1 0 0 0 0 1

45 久万スキーランド 6 2 0 0 0 0 2

　 合　計 3,274 1,511 19 3 2 18 1,559

番号 スキー場 受傷者合計

スキー
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表 2．用具別受傷者数（スノーボード・ソリ・その他） 

  

(F) (H) (I=ソリ小計+その他)（人）

フリー
スタイ
ルス
ノー

ボード

アルペ
ンス
ノー

ボード

その他
のス
ノー

ボード

スノー
ボード
小計

子ども
用ソリ

腰掛ソ
リ

立ち乗
りソリ

その他
のソリ

ソリ
小計

1 ニセコ東急グラン・ヒラフ 76 34 1 0 35 0 0 0 0 0 0

2 朝里川温泉スキー場 24 9 0 0 9 0 0 0 0 0 0

3 サッポロテイネスキー場 59 31 0 0 31 0 0 0 0 0 0

4 札幌国際スキー場 29 16 0 0 16 0 0 0 0 0 0

5 ルスツリゾートスキー場 187 88 0 0 88 0 0 0 0 0 0

6 富良野スキー場 91 42 0 0 42 0 0 0 0 0 0

7 大鰐温泉スキー場 28 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0

8 安比高原スキー場 60 29 0 0 29 0 0 0 0 0 0

9 みやぎ蔵王白石スキー場 15 8 0 0 8 0 0 0 0 0 0

10 みやぎ蔵王えぼしリゾート 29 16 0 0 16 0 0 0 0 0 0

11 猪苗代スキー場 77 42 0 0 43 1 0 0 0 1 1

12 星野リゾートネコママウンテン北エリア 19 9 0 0 9 0 0 0 0 0 0

13 星野リゾートネコママウンテン南エリア 64 38 0 0 38 0 0 0 0 0 0

14 会津高原たかつえスキー場 29 18 0 0 18 0 0 0 0 0 0

15 たざわ湖スキー場 36 12 0 0 12 0 0 0 0 0 0

16 蔵王温泉スキー場 159 62 0 0 62 0 0 0 0 0 0

17 苗場スキー場 89 31 0 0 31 0 0 0 0 0 0

18 石打丸山スキー場 50 29 1 0 30 0 0 0 0 0 0

19 舞子スノーリゾート 112 68 0 0 68 0 0 0 0 0 0

20 上越国際スキー場 79 37 0 0 37 0 0 0 0 0 0

21 六日町八海山スキー場 10 6 0 0 6 0 0 0 0 0 0

22 斑尾高原スキー場 86 53 0 0 53 0 0 0 0 0 0

23 野沢温泉スキー場 296 156 3 2 161 1 1 0 0 2 0

24 志賀高原地区 240 74 0 0 74 0 1 0 0 1 0

25 エイブル白馬五竜 205 124 2 0 126 0 0 0 0 0 0

26 白馬八方尾根スキー場 158 50 0 0 50 0 0 0 0 0 0

27 白馬岩岳スノーフィールド 104 55 0 0 55 0 0 0 0 0 0

28 栂池高原スキー場 162 91 0 0 91 0 0 0 0 0 0

29 立山山麓スキー場 25 15 0 0 15 0 0 0 1 1 0

30 白山一里野温泉スキー場 21 7 0 0 7 1 0 0 0 1 0

31 草津温泉スキー場 21 13 0 0 13 0 0 0 0 0 0

32 スノーパーク尾瀬戸倉 14 4 0 1 5 0 0 0 0 0 0

33 万座温泉スキー場 3 2 0 0 2 0 0 0 0 0 0

34 ハンターマウンテン塩原 108 78 0 0 78 0 0 0 0 0 0

35 ダイナランド 134 101 0 0 102 0 0 0 0 0 0

36 スキージャム勝山 67 47 0 0 48 0 0 0 0 0 0

37 箱館山スキー場 11 4 0 0 4 0 0 0 0 0 0

38 ハチ北高原スキー場 76 52 0 0 52 0 0 0 0 0 1

39 びわ湖バレイスキー場 65 32 0 0 32 0 0 0 0 0 1

40 ハチ高原スキー場 43 22 0 0 22 0 0 0 0 0 0

41 だいせんホワイトリゾート 28 17 0 0 17 0 0 0 0 0 0

42 恐羅漢スノーパーク 52 44 0 0 44 0 0 0 0 0 0

43 めがひらスキー場 15 11 0 0 11 0 0 0 0 0 0

44 ユートピアサイオト 12 11 0 0 11 0 0 0 0 0 0

45 久万スキーランド 6 3 0 0 3 1 0 0 0 1 0

合　計 3,274 1,692 7 3 1,705 4 2 0 1 7 3

スノーボード ソリ

その他番号 スキー場
受傷者
合計
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4. スキーとスノーボードの受傷者割合 

図１は過去 5 年間のスキー及びスノーボードの受傷者割合（スキー：スノーボード）の推移を示した

ものです（ソリ等その他を除いて集計）。20/21 シーズンには 1：2 だったものが，5 シーズン連続して

スキーが増加・スノーボードが減少し，25/26 シーズンはスキー（47.8%），スノボード（52.2%）とな

りました。その原因については受傷率の推移（スキーで上昇・スノーボードで低下）と関係があるかも

しれません。 

 
図 1. スキーとスノーボードの受傷者割合の推移 

 
5. 用具別の受傷者割合 

図 2は受傷者の使用用具の割合です。アルペンスキー（46.3％），フリースタイルスノーボード（51.8 

％），合わせて 98.1％を占めました。 

   

37.9% 41.6% 43.1% 46.8% 47.8%

62.1% 58.4% 56.9% 53.2% 52.2%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

21/22 22/23 23/24 24/25 25/26

スキーシーズン（年）

スノーボード

スキー

アルペンスキー, 46%

フリースタイルスノー

ボード, 52%

単位（％） 
 
そりその他 
子ども用ソリ 0.1 
腰掛ソリ 0.1 
立ち乗りソリ 0.0 
その他のソリ 0.1 

スキー 
アルペンスキー 46.3 

スキーボード（100cm 未満） 0.6 

テレマークスキー 0.1 

クロスカントリースキー 0.1 

その他のスキー 0.6 

スノーボード 
フリースタイルスノーボード 51.8 
アルペンスノーボード        0.2 
その他のスノーボード 0.1 
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図 2. 用具別受傷者の割合 

表 3は，用具別受傷者について過去 5年間の推移を表したものです。25/26シーズンの受傷者数は前シ

ーズンに比べて，スキー（アルペン）で 8.8ポイント増加し，スノーボード（フリースタイル）で 0.6

ポイント減少しました。 

 

表 3． 用具別受傷者数の推移（人） 

  
 
6. リフト等の輸送人員 

スキーヤーとスノーボーダーの推計輸送人員は，各スキー場から報告があった 2月の輸送延べ人員と

スキーヤーとスノーボーダーの入り込み比率から推計したものです。 

表 4 はスキーヤーとスノーボーダーの過去 5 年間の推計輸送人員の推移です。22/23 シーズン 2 月の

輸送延べ人員は，前年比で，スキーヤー31.40 ポイント増，スノーボーダー35.22ポイント増，総計 33.25

ポイント増と一気に増加しました。その後 2シーズン連続で微増を続け，25/26シーズンは，スキー6.22

ポイント増，スノーボード 3.87 ポイント増，総計 3.82ポイント増となりました。COVID-19以前（2018

年）の総輸送人員（32,029,826 人）に対して 2026 年は 30,493,512 人と，95.2％まで回復しましたが，

まだ完全回復とは言えない状況です。 

表 4． スキーヤーとスノーボーダーの推計輸送人員の推移（人） 

   
※ 調査年により協力スキー場数に変動があります。 
  

アルペン
スキー
ボード

 テレマー
ク

クロカン その他
フリース
タイル

アルペン その他

751 19 2 0 8 1,267 5 4 17 2,073

36.2% 0.9% 0.1% 0.0% 0.4% 61.1% 0.2% 0.2% 0.8% 100.0%

1153 13 2 1 22 1651 11 7 25 2885

40.0% 0.5% 0.1% 0.0% 0.8% 57.2% 0.4% 0.2% 0.9% 100.0%

1391 19 2 0 15 1858 8 1 22 3316

41.9% 0.6% 0.1% 0.0% 0.5% 56.0% 0.2% 0.0% 0.7% 100.0%

1243 12 5 0 15 1438 13 5 11 2742

37.5% 0.4% 0.2% 0.0% 0.5% 52.4% 0.5% 0.2% 0.4% 100.0%

1511 19 3 2 18 1692 7 3 10 3265

46.3% 0.6% 0.1% 0.1% 0.6% 51.8% 0.2% 0.1% 0.3% 100.0%

計調査年
スキー スノーボード

ソリ
その他

2022年

2023年

2024年

2025年

2026年

調査年
(２月)

スキーヤー 対前年比 スノーボーダー 対前年比 総輸送人員 対前年比

2022年 11,106,732 10.09% 10,369,900 5.26% 21,476,632 7.68%

2023年 14,594,565 31.40% 14,022,229 35.22% 28,616,794 33.25%

2024年 15,258,635 4.55% 13,684,147 -2.41% 28,942,782 1.14%

2025年 15,153,391 -0.69% 13,860,779 1.29% 29,371,739 1.48%

2026年 16,095,896 6.22% 14,397,616 3.87% 30,493,512 3.82%
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図 3 はスキーヤーとスノーボーダーの過去 5 年間の推計輸送人員の割合です。25/26 シーズンのスキ

ーヤー・スノーボーダー比率は，スキー52.8％，スノーボーダー47.2％でした。 

 
図 3．スキーヤーとスノーボーダーの推計輸送人員の割合の推移 

 
7. 受傷率 

過去 10 年間の，スキー・スノーボード・ソリその他を合わせた受傷率（%）の推移を図 4に示しまし

た。17/18 シーズンは過去 10 年間で最高値の 0.0116 を示しましたが，その翌年の 18/19 シーズンは過

去 10 シーズンで 2 番目に低い 0.0093 に減少し，COVID-19 渦中の 21/22 シーズンは過去 10 シーズンで

最も低い 0.0091 を記録しました。その後 2 シーズン増加を続けていましたが， 25/26 シーズンは過去

10シーズンで 3番目に高い値となりました。 

 
 図 4. 過去 10年間の受傷率の推移 
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8. スキーおよびスノーボード受傷率 

図 5-1に過去 10 年間のスキー及びスノーボードの受傷率（%）の推移を示しました。 

スキーの受傷率は，21/22 シーズンに最低値の 0.0071を記録したあと増加傾向にあり，25/26シーズ

ンは 0.0097%と過去最高を記録しました。スノーボードの受傷率は，19/20 と 24/25 シーズンに過去最

低値の 0.0105%を記録したあと，25/26シーズンは 0.0118%となりました。 

図 5-1. スキー及びスノーボード受傷率の推移 

 
 図 5-2 に，過去 27 年間のスキー及びスノーボードの受傷率（%）の推移を示しました。スノーボード

の受傷率は明らかな減少傾向（-0.0002%/年）を示しているものの，スキーは微増傾向（受傷率の改善

が見られない）であることから，スキーでは新たな対策が必要であることがうかがえます。 

図 5-2. スキー・スノーボード受傷率の推移（過去 27年間） 
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図 5-3 は，輸送人員を横軸に，受傷者数を縦軸にプロット・直線回帰分析したものです。直線回帰寄

与率（R2）より，受傷者数の変動は輸送人員の変動から，スキーヤーで 77.8%，スノーボーダーで 58.1%
説明できることを表しています。回帰式より，スキーでは輸送人員 100 万人あたり受傷者数 88 人，ス

ノーボードでは同じく 128 人と推計できます。尚，赤色破線で囲まれたスキー場は，スノーボーダー受

傷者数が直線回帰式から大きく外れており，スキー場特有の問題点を抱えているか，特別な対策が必要

なスキー場と考えられます。 
 

 

図 5-3．輸送人員と受傷者数 

 

本報告書では，受傷率をリフト･ゴンドラ等の輸送延べ人員に対する受傷者数の割合として計算して

います。例えば受傷率 0.010％とは，輸送人員 1 万人あたり受傷者 1 人を指し，100 万人あたりでは

100 人となります。19/20 シーズンに 8 スキー場の輸送人員と来場人員数の提供を得て，平均乗車回数

を算出した結果 9.7 回/来場者が得られたことから，本報告書の受傷率を来場者数に対する受傷率に読

み替える場合は，10倍すれば良いことがわかります。 

スキー受傷率は，スキーヤー推計輸送人員に対するスキー受傷者数の割合，スノーボード受傷率は，

スノーボーダー推計輸送人員に対するスノーボード受傷者数の割合を示したものです。 

表 5に輸送人員，入り込み比率，及びスキー・スノーボード別推計輸送人員を，表 6に各スキー場の

受傷者数と受傷率を，表 7にスキーヤー・スノーボーダーの入り込み比率の推移を示しました。 
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表 5．輸送人員，入り込み比率及びスキー・スノーボード別推計輸送人員 

 

(A) (B) ( C) (D=AxB) (E=AxC)

スキーヤー ボーダー スキーヤー ボーダー

1 ニセコ東急グラン・ヒラフ 1,403,320 60 40 841,992 561,328

2 朝里川温泉スキー場 256,910 0 0 0 0

3 サッポロテイネスキー場 857,442 56 44 480,168 377,274

4 札幌国際スキー場 335,254 52 48 174,332 160,922

5 ルスツリゾートスキー場 1,429,060 51 49 728,821 700,239

6 富良野スキー場 788,791 63 37 496,938 291,853

7 大鰐温泉スキー場 147,507 90 10 132,756 14,751

8 安比高原スキー場 418,582 61 39 255,335 163,247

9 みやぎ蔵王白石スキー場 121,851 60 40 73,111 48,740

10 みやぎ蔵王えぼしリゾート 222,000 50 50 11,100 11,100

11 猪苗代スキー場 795,724 40 60 318,290 477,434

12 星野リゾートネコママウンテン北エリア 275,648 40 60 110,259 165,389

13 星野リゾートネコママウンテン南エリア 486,604 40 60 194,642 291,962

14 会津高原たかつえスキー場 366,000 50 50 183,000 183,000

15 たざわ湖スキー場 289,319 50 50 144,660 144,660

16 蔵王温泉スキー場 1,348,897 69 31 930,739 418,158

17 苗場スキー場 1,212,826 59 41 715,567 497,259

18 石打丸山スキー場 1,271,800 55 45 699,490 572,310

19 舞子スノーリゾート 819,123 35 65 286,693 532,430

20 上越国際スキー場 1,136,221 70 30 795,355 340,866

21 六日町八海山スキー場 75,787 52 48 39,409 36,378

22 斑尾高原スキー場 856,654 60 40 513,992 342,662

23 野沢温泉スキー場 1,563,291 63 37 984,873 578,418

24 志賀高原地区 2,977,916 73 27 2,177,601 800,315

25 エイブル白馬五竜 1,206,904 50 50 603,452 603,452

26 白馬八方尾根スキー場 1,528,016 60 40 916,810 611,206

27 白馬岩岳スノーフィールド 821,990 40 60 328,796 493,194

28 栂池高原スキー場 1,120,761 40 60 448,304 672,457

29 立山山麓スキー場 328,794 50 50 164,397 164,397

30 白山一里野温泉スキー場 245,579 50 50 122,790 12,279

31 草津温泉スキー場 419,574 63 37 266,010 153,564

32 スノーパーク尾瀬戸倉 142,804 62 38 88,538 54,266

33 万座温泉スキー場 51,919 64 36 33,228 18,691

34 ハンターマウンテン塩原 509,059 60 40 305,435 203,624

35 ダイナランド 728,170 35 65 254,860 473,311

36 スキージャム勝山 571,890 42 58 240,194 331,696

37 箱館山スキー場 296,392 68 32 201,547 94,845

38 ハチ北高原スキー場 632,000 40 60 15,600 23,400

39 びわ湖バレイスキー場 530,008 40 60 212,003 318,005

40 ハチ高原スキー場 393,483 50 50 196,742 196,742

41 だいせんホワイトリゾート 533,675 64 36 336,215 192,123

42 恐羅漢スノーパーク 409,878 40 60 163,951 245,927

43 めがひらスキー場 286,592 35 65 100,307 186,285

44 ユートピアサイオト 173,444 30 70 52,033 121,411

45 久万スキーランド 106,053 40 60 42,421 63,632

合　　　　　　計 30,493,512 53 47 16,095,896 14,397,616

番号 スキー場
輸送人員（人）

2026年2月

入り込み比率（％） 推計輸送人員（人）
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表 6．受傷率 

 

（F) （G) （H) （I) （F/Aｘ100) （G/Dx100) （H/Ex100)

合計 スキーヤー ボーダー その他 合計 スキーヤー ボーダー

1 ニセコ東急グラン・ヒラフ 76 41 35 0 0.0054 0.0049 0.0062

2 朝里川温泉スキー場 24 15 9 0 0.0093

3 サッポロテイネスキー場 59 28 31 0 0.0069 0.0058 0.0082

4 札幌国際スキー場 29 13 16 0 0.0087 0.0075 0.0099

5 ルスツリゾートスキー場 187 99 88 0 0.0131 0.0136 0.0126

6 富良野スキー場 91 49 42 0 0.0115 0.0099 0.0144

7 大鰐温泉スキー場 28 27 1 0 0.0190 0.0203 0.0068

8 安比高原スキー場 60 31 29 0 0.0143 0.0121 0.0178

9 みやぎ蔵王白石スキー場 15 7 8 0 0.0123 0.0096 0.0164

10 みやぎ蔵王えぼしリゾート 29 13 16 0 0.0131 0.0117 0.0144

11 猪苗代スキー場 77 32 43 2 0.0097 0.0101 0.0090

12 星野リゾートネコママウンテン北エリア 19 10 9 0 0.0069 0.0091 0.0054

13 星野リゾートネコママウンテン南エリア 64 26 38 0 0.0132 0.0134 0.0130

14 会津高原たかつえスキー場 29 11 18 0 0.0079 0.0060 0.0098

15 たざわ湖スキー場 36 24 12 0 0.0124 0.0166 0.0083

16 蔵王温泉スキー場 159 97 62 0 0.0118 0.0104 0.0148

17 苗場スキー場 89 58 31 0 0.0073 0.0081 0.0062

18 石打丸山スキー場 50 20 30 0 0.0039 0.0029 0.0052

19 舞子スノーリゾート 112 44 68 0 0.0137 0.0153 0.0128

20 上越国際スキー場 79 42 37 0 0.0070 0.0053 0.0109

21 六日町八海山スキー場 10 4 6 0 0.0132 0.0101 0.0165

22 斑尾高原スキー場 86 33 53 0 0.0100 0.0064 0.0155

23 野沢温泉スキー場 296 133 161 2 0.0189 0.0135 0.0278

24 志賀高原地区 240 165 74 1 0.0081 0.0076 0.0092

25 エイブル白馬五竜 205 79 126 0 0.0170 0.0131 0.0209

26 白馬八方尾根スキー場 158 108 50 0 0.0103 0.0118 0.0082

27 白馬岩岳スノーフィールド 104 49 55 0 0.0127 0.0149 0.0112

28 栂池高原スキー場 162 71 91 0 0.0145 0.0158 0.0135

29 立山山麓スキー場 25 9 15 1 0.0076 0.0055 0.0091

30 白山一里野温泉スキー場 21 13 7 1 0.0086 0.0106 0.0057

31 草津温泉スキー場 21 8 13 0 0.0050 0.0030 0.0085

32 スノーパーク尾瀬戸倉 14 9 5 0 0.0098 0.0102 0.0092

33 万座温泉スキー場 3 1 2 0 0.0058 0.0030 0.0107

34 ハンターマウンテン塩原 108 30 78 0 0.0212 0.0098 0.0383

35 ダイナランド 134 32 102 0 0.0184 0.0126 0.0216

36 スキージャム勝山 67 19 48 0 0.0117 0.0079 0.0145

37 箱館山スキー場 11 7 4 0 0.0037 0.0035 0.0042

38 ハチ北高原スキー場 76 23 52 1 0.0120 0.0091 0.0137

39 びわ湖バレイスキー場 65 32 32 1 0.0123 0.0151 0.0101

40 ハチ高原スキー場 43 21 22 0 0.0109 0.0107 0.0112

41 だいせんホワイトリゾート 28 11 17 0 0.0052 0.0032 0.0088

42 恐羅漢スノーパーク 52 8 44 0 0.0127 0.0049 0.0179

43 めがひらスキー場 15 4 11 0 0.0052 0.0040 0.0059

44 ユートピアサイオト 12 1 11 0 0.0069 0.0019 0.0091

45 久万スキーランド 6 2 3 1 0.0057 0.0047 0.0047

合　　　　　　計 3,274 1,559 1,705 10 0.0107 0.0097 0.0118

番号 スキー場
受傷者数（人） 受傷率（％）
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表 7．スキーヤー・スノーボーダーの入り込み比率の推移 

（スキーヤーの比率：スノーボーダーの比率） 

 

  

（スキーヤー：スノーボーダー）

番号 スキー場

1 ニセコ東急グラン・ヒラフ 57 : 43 50 : 50 : 60 : 40 60 : 40

2 朝里川温泉スキー場 60 : 40 60 : 40 70 : 30 75 : 25 0 : 25

3 サッポロテイネスキー場 65 : 35 70 : 30 58 : 42 57 : 43 56 : 43

4 札幌国際スキー場 53 : 47 52 : 48 52 : 48 52 : 48 52 : 48

5 ルスツリゾートスキー場 53 : 47 43 : 57 51 : 49 48 : 52 51 : 52

6 富良野スキー場 64 : 36 65 : 35 64 : 36 61 : 39 63 : 39

7 大鰐温泉スキー場 77 : 23 80 : 20 88 : 12 86 : 14 90 : 14

8 安比高原スキー場 66 : 35 66 : 34 66 : 34 64 : 36 61 : 36

9 みやぎ蔵王白石スキー場 60 : 40 60 : 40 60 : 40 60 : 40 60 : 40

10 みやぎ蔵王えぼしリゾート 40 : 60 40 : 60 45 : 55 50 : 50 50 : 50

11 猪苗代スキー場 35 : 65 40 : 60 40 : 60 40 : 60 40 : 60

12 星野リゾートネコママウンテン北エリア 60 : 40 40 : 60 45 : 55 60 : 40 40 : 40

13 星野リゾートネコママウンテン南エリア 35 : 65 30 : 70 40 : 60 50 : 50 40 : 50

14 会津高原たかつえスキー場 50 : 50 40 : 60 70 : 30 60 : 40 50 : 40

15 たざわ湖スキー場 45 : 55 60 : 40 50 : 50 60 : 40 50 : 40

16 蔵王温泉スキー場 70 : 30 70 : 30 60 : 40 61 : 39 69 : 39

17 苗場スキー場 47 : 54 50 : 50 52 : 49 59 : 41 59 : 41

18 石打丸山スキー場 50 : 50 55 : 45 55 : 45 55 : 45 55 : 45

19 舞子スノーリゾート 27 : 73 40 : 60 40 : 60 40 : 60 35 : 60

20 上越国際スキー場 70 : 30 70 : 30 70 : 30 70 : 30 70 : 30

21 六日町八海山スキー場 54 : 46 65 : 35 51 : 49 47 : 53 52 : 53

22 斑尾高原スキー場 55 : 45 52 : 48 40 : 60 50 : 50 60 : 50

23 野沢温泉スキー場 57 : 43 62 : 38 62 : 39 61 : 39 63 : 39

24 志賀高原地区 78 : 22 70 : 30 65 : 35 65 : 35 73 : 35

25 エイブル白馬五竜 50 : 50 50 : 50 50 : 50 50 : 50 50 : 50

26 白馬八方尾根スキー場 70 : 30 70 : 30 65 : 35 60 : 40 60 : 40

27 白馬岩岳スノーフィールド 40 : 60 40 : 60 40 : 60 40 : 50 40 : 50

28 栂池高原スキー場 40 : 60 40 : 60 40 : 60 40 : 60 40 : 60

29 立山山麓スキー場 60 : 40 60 : 40 50 : 50 50 : 50 50 : 50

30 白山一里野温泉スキー場 50 : 50 60 : 40 60 : 40 50 : 50 50 : 50

31 草津温泉スキー場 60 : 40 62 : 38 64 : 36 54 : 46 63 : 46

32 スノーパーク尾瀬戸倉 50 : 50 50 : 50 65 : 35 22 : 78 62 : 78

33 万座温泉スキー場 62 : 38 68 : 32 71 : 29 70 : 30 64 : 30

34 ハンターマウンテン塩原 40 : 60 40 : 60 40 : 60 60 : 40 60 : 40

35 ダイナランド 30 : 70 20 : 80 30 : 70 30 : 70 35 : 70

36 スキージャム勝山 37 : 63 38 : 62 42 : 58 42 : 58 42 : 58

37 箱館山スキー場 50 : 50 57 : 43 65 : 35 67 : 33 68 : 33

38 ハチ北高原スキー場 40 : 60 40 : 60 35 : 65 40 : 60 40 : 60

39 びわ湖バレイスキー場 60 : 40 30 : 70 30 : 70 30 : 70 40 : 70

奥神鍋スキー場 50 : 50 55 : 45 50 : 50 50 : 5 :

40 ハチ高原スキー場 30 : 70 30 : 70 30 : 70 30 : 70 50 : 50

41 だいせんホワイトリゾート 65 : 35 59 : 41 67 : 33 58 : 41 64 : 36

42 恐羅漢スノーパーク 40 : 60 40 : 60 40 : 60 40 : 60 40 : 60

43 めがひらスキー場 35 : 65 40 : 60 35 : 65 35 : 65 35 : 65

44 ユートピアサイオト 20 : 80 25 : 75 30 : 70 35 : 65 30 : 70

45 久万スキーランド 20 : 80 40 : 60 80 : 20 30 : 70 40 : 60

平均 50.6 : 49.4 51.0 : 49.0 52.7 : 47.3 51.6 : 47.2 52.8 : 47.2

2026年2月2025年2月2024年2月2023年2月2022年2月
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9. 受傷時間帯 

図 6は時刻毎に発生した受傷数を示したものです。 

スキーでは 11時台が最も多く，次いで 14時台でした。スノーボードでは，14時台が最も多く次いで

11 時台でした。合計では 11 時台が最も多く，次いで 14 時台でした。このように時間帯による受傷数

に 2峰性が観られる原因として，スキー場の混雑，雪質や雪の状態の変化，疲労など人的・環境的要因

が影響しているものと考えられます。12 時台と 13時台が減少しているのは，昼食時間帯のためと考え

られます。受傷数が多い時間帯（特に昼食時間帯前と 14時台）は注意して行動しましょう。 

図 6. 受傷時間帯 
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10. 天 候 

図 7-1 は受傷時の天候です。25/26 シーズンは，「晴」が 59.1%，「曇」が 20.6％，「雪」が 17.4％でし

た。晴れた日にはスキー場の入場者数が増える上に，スピードも出しやすくなるので，天候が傷害発生

の間接的原因の一つと思われます。 

  
図 7-1. 天 候 

 

図 7-2は，2月の傷害発生数と天候の内訳を示しています。傷害発生数について，休日は平日の約 1.6

倍（平日平均 87.9人，休日平均 144.2 人）多く，日曜日よりは土曜日が多く，休日が晴天だと傷害発

生数も多いことがわかります。25/26シーズン 2月の祝日は 11日の建国記念日が水曜日で飛び石，23

日の天皇誕生日が月曜日となったため 3連休が 1回となりました。 

2月の傷害発生数ピークは，晴天と重なった 3連休初日の 21日（土）が最も多く，次いで 22日（日），

次いで 14日（土）に見られました。 

 

図 7-2．2月の傷害発生数と天候内訳 
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11. 性 別 

図8は受傷者の性別割合を示したものです。「合計」とはスキー，スノーボード，ソリ・その他を合

計したものです。 

  

図 8. 性 別 

 

12. 年 齢 

図9は受傷者の年代を示したものです。スキーの受傷者は，20歳代が19.2％と最も多く，10歳代（17.3%），

50歳代（16.7%），60歳代（14.1%），40歳代（11.8％）と続き，80歳以上で1.0%（40歳代以上合計48.6%）

と，スノーボードに比べ年齢層が広く高齢者の割合も多いことが分かります。スノーボードの受傷者は，

20歳代が44.2％と全年代の約半数を占め，さらに40歳未満で全体の79.9％を占めることから，スキーに

比べて若年層が圧倒的に多いことがわかります。 

 

図9. 年齢 
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13. 技 能 

図10-1 は受傷者の技能を示したものです。「初めて」は，スキー（6.5%）に対してスノーボード（9.7%）

は3.2ポイント高いのに対して，「上級」では逆にスキー（15.1%）がスノーボード（8.3%）に比べて6.8

ポイント高く，受傷者の技能区分が異なることが分かります。 

  
図 10-1. 技 能 

 

図10-2 は受傷者の技能を性別に示したものです。スキー・スノーボードの受傷者とも技能レベルは

男性が女性より高くなっています。これは，スキー，スノーボードの愛好者の人口そのものが，男性が

女性より中・上級者の占める割合が高いことと関連があると思われます。 

  

図 10-2. 性別技能 
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14. 受傷場所 

図 11-1 は受傷場所を斜面別に，図 11-2 はパークの種別を示したものです。スノーボードでは，「ワ

ンメイク」での受傷の割合がスキーと比べて 3.6ポイント高くなっていました。スノーボードの「その

他の場所」では，ボックス，キッカー，FRP，レールが多く見られました。 

図 11-3 は，リフト乗り場・乗車中・降り場での傷害数（人）を示し，スノーボーダーでは乗り場よ

り降り場でのケガが 3.3倍多く，スキーでは 2.4倍多いことから，特にスノーボーダー初心者に対する

降り場での降車補助や指導及び安全な降り場の整備が必要であることが伺えます。 

  
図 11-1．受傷場所（斜面） 

 

  

図 11-2. 受傷場所（パーク） 図 11-3.リフト乗り場・乗車中・降り場の傷害数 
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15. 受傷原因 

図12-1 は受傷原因を示したものです。「自分で転倒」の割合が最も高く，スキーは79.6%，スノーボ

ードは85.1%を占め，「人と衝突」の割合はスキーがスノーボードより6.2ポイント高率でした。 

 

図 12-1. 受傷原因 

 

図 12-2 は受傷原因のうち｢自分で転倒｣についての内訳です。スキー，スノーボードとも「バランス

を崩して転倒」の割合が最も高く，スキーでは 82.9％，スノーボードでは 73.0％を占めました。重大

事故につながりやすい「転落・滑落」の割合は，スキーで 11.7%，スノーボードで 9.1%と共に約 1割を

占めました。 

図 12-2. 受傷原因｢自分で転倒｣の内訳 
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図12.3 は受傷原因のうち｢人と衝突｣についての内訳です。スノーボーダーでは，スキーヤー：スノ

ーボーダーとの衝突比が1：2.4だったのに対して，スキーヤーでは，約1：1でした。この原因として，

スノーボーダーは横乗りの影響により，確率的に相手に背を向ける組み合わせが多く起こることから，

スノーボーダー同士の衝突が多いと考えられます。 

 

図 12-3. 受傷原因｢人と衝突｣の内訳 

 

受傷原因のうち「人以外との衝突」で最も多かったのは「立ち木」で，スキーで21 件（「軽傷」6件，

「中等傷」10件，「重傷」5件），スノーボードで40 件（「軽傷」10件，「中等傷」17件，「重傷」13

件）でした。次に「その他の物」との衝突も多く，スキー3 件，スノーボードで6 件でした。「人以外

との衝突」の中でも「流れボード」での受傷が14件あり，表8に流れボードによる受傷者の性別，年齢，

受傷部位，種類，傷害程度をまとめました。流れボードによるスキー受傷者中，5件は10歳以下でした。

傷害程度をみると，「中等傷」が5件，「軽傷」が8件と，決して軽いケガでは済まないことを示してい

ます。スノーボーダーへのリシューコード装着指導を強化する必要があります。 

 

表 8.流れボードによる受傷者の性別，年齢，用具，受傷部位，種類，傷害程度 
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NO 性別 年齢 用具 受傷場所 部位1 部位1_種類 傷害程度
1 男 8 フリースタイルスノーボード 中斜面（10～20°） 上腕 打撲 .
2 男 54 フリースタイルスノーボード リフト降り場 膝 打撲 中等傷（必要あり）
3 男 64 アルペンスキー 急斜面（20°～） 下腿 打撲 中等傷（必要あり）
4 女 6 アルペンスキー その他 膝 打撲 軽傷（さほど必要なし）
5 男 5 その他 緩斜面（～10°） 頭部 切挫創 中等傷（必要あり）
6 女 21 フリースタイルスノーボード 緩斜面（～10°） 手指 切挫創 軽傷（さほど必要なし）
7 男 21 . . 下腿 打撲 中等傷（必要あり）
8 男 18 フリースタイルスノーボード 緩斜面（～10°） 顔 切挫創 軽傷（さほど必要なし）
9 . . フリースタイルスノーボード 緩斜面（～10°） 下腿 切挫創 軽傷（さほど必要なし）
10 女 9 アルペンスキー 緩斜面（～10°） 大腿 打撲 中等傷（必要あり）
11 男 10 フリースタイルスノーボード 緩斜面（～10°） 大腿 打撲 軽傷（さほど必要なし）
12 女 20 フリースタイルスノーボード 緩斜面（～10°） 手首 打撲 軽傷（さほど必要なし）
13 男 55 アルペンスキー 中斜面（10～20°） 肘 打撲 軽傷（さほど必要なし）
14 女 27 フリースタイルスノーボード 中斜面（10～20°） 腰 打撲 軽傷（さほど必要なし）
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※ 衝突相手の確認について 

「人と衝突」したのは409件でした。このうち「相手の確認」の有無欄に回答があった171件中，117

件（68.4%）が衝突の相手を「確認している」，54件（31.6％）が「不明」と回答していました。この

ことから「人と衝突」のうち約3割は衝突相手を確認できない「当て逃げ」が発生していたことが分か

ります。 

※ 飲酒について 

スキー，スノーボードで飲酒の有無欄に回答があったのは2,669件で，このうち「飲酒」とあったの

は39件（1.5％）でした。  
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16. 傷害の部位と種類 

傷害の部位と種類は，調査用紙に記入された1番から4番のすべてを合計した受傷数（回答数）です。

すなわち，一人で複数箇所(最大4箇所まで)をけがした場合でもすべて集計してあります(重複回答)。

図中のｎは集計の対象とした受傷数（回答数）です。 

1)スキーの傷害部位と種類 

図13-1 はスキー（アルペンスキー，スキーボード，テレマークスキー，その他のスキー）を合計し

た傷害の部位です。膝が最も多く（38.2%），次いで肩・鎖骨（12.2%），下腿（8.7%），頭部（6.4%）

足首（6.1%）の順に多く受傷していました。この上位5部位で全傷害の73.9%を占めました。 

 

  

図13-1.スキーの傷害部位と種類(重複回答) 

 

 図13-2 はスキーにおける｢自分で転倒｣の場合の傷害部位と種類について，上位5部位を示していま

す。膝が最も多く，膝の87.6%が捻挫，肩・鎖骨の54.2%が脱臼，下腿の37.0%が骨折，頭部の65.3%が打

撲，足首の81.1%が捻挫でした。 

   
図13-2.スキーにおける｢自己転倒｣時の傷害部位と種類(重複回答)  
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2)スノーボードの傷害部位と種類 

図 13-3 はスノーボード（フリースタイルスノーボード，アルペンスノーボード，その他のスノーボ

ード）を合計した傷害部位と種類です。肩・鎖骨(21.2%)，手首(15.4%)，頭部(8.1%)，肘（7.0%），膝

（6.2%），の順に多く受傷しています。この上位 5部位で全傷害の 57.9%を占めました。肩・鎖骨と上肢

の合計は 56.0%に達し，スキーの下肢の合計(53.5%)と比べて対照的で，スノーボードでは肩・鎖骨を含

めた上肢のケガが多いことがわかります。 

 

  
図 13-3.スノーボードの傷害部位と種類(重複回答) 

 

図13-4 はスノーボードにおける｢自分で転倒｣の場合の傷害部位と種類について，上位5部位を示しま

した。肩・鎖骨と手首の割合が多く，肩・鎖骨の56.7%が脱臼，手首の67.8%が骨折，頭部の72.9％が打

撲，肘の41.5%が脱臼，膝の78.0%が捻挫，手首と前腕を合わせると全傷害の21.5％，さらに肘を含める

と28.5%を占めました。頭部のケガの82.7%が骨折・打撲・切挫創であることから，ヘルメット着用の重

要性を示しています。 

 

 

図13-4.スノーボードにおける｢自己転倒｣の傷害部位と種類(重複回答) 
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 3)ソリの傷害 

ソリの受傷は7件で，2件が中等傷，5件が軽傷でした。表9にその受傷概況を示しました。 

表 9. ソリの傷害の概況 

  

  

NO 性別 年齢 用具 受傷場所 部位1 部位1_種類 傷害程度
1 . 17 子ども用ソリ 緩斜面（～10°） 膝 捻挫 軽傷（さほど必要なし）
2 男 35 腰掛ソリ 緩斜面（～10°） 頭部 打撲 中等傷（必要あり）
3 男 11 子ども用ソリ 緩斜面（～10°） その他 その他 中等傷（必要あり）
4 女 7 その他のソリ 緩斜面（～10°） 手部 捻挫 軽傷（さほど必要なし）
5 女 10 子ども用ソリ 緩斜面（～10°） 顔 切挫創 軽傷（さほど必要なし）
6 女 10 子ども用ソリ 緩斜面（～10°） 前腕 骨折 軽傷（さほど必要なし）
7 男 51 腰掛ソリ その他 膝 捻挫 軽傷（さほど必要なし）
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17. 傷害程度 

図14 は傷害の程度を示したものです。重傷の割合はスキーで11.3%，スノーボードで14.9%，中等傷

ではスノーボードがスキーに比べては4.4ポイント大きかった。合計で，中～重傷を合わせると70.6%を

占め，スノースポーツにおける傷害の程度が決して軽くないことがわかります。シーズン中の死亡事故

については，資料1～3 をご覧ください。 

  図14. 傷害程度 

 

18. 頭を強く打った疑い 

図15 は「頭を強く打った疑い」の割合です。スキーもスノーボードも12～13%台の高率で頭部を強打

していることから，ヘルメットの着用が強く勧められます。また，頭部強打の際に頸髄損傷も同時に起

こる可能性が高いので受傷後注意が必要です。 

   
図 15. 頭を強く打った疑い 
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19. ヘルメットの着用状況 

図16-1 は受傷時のヘルメット着用有無の割合を示したものです。スキーでは64.2％と昨シーズンよ

り1.9ポイント増え過去10間で最高となりました。スノーボードでは47.7%で昨シーズンより4ポイント

増加し，スキー同様過去10年間で最高となりました。 

   
図 16-1. ヘルメット着用の有無 

 

図 16-2に，過去 10年間のヘルメット着用率の推移について，スキーとスノーボード別に示しました。

19/20 シーズンまでヘルメット着用率が順調に増加していましたが，20/21 シーズンに一気に減少しま

した。その後 4シーズンで順調に上昇し，25/26シーズンではスキー・スノーボードとも過去 10年間の

最高値を更新し，スノーボードでは 5割弱，合計でも 5割を超えました。 

調査票のうちの訪日外国人（931人）のヘルメット着用率をみると，スキー（87.8%），スノーボード

（87.2%）と非常に高く，また欧米のヘルメット着用率が 8 割を超えると言われていることからも，さ

らなる啓蒙活動が望まれます。 

   
図 16-2. ヘルメット着用率の推移 

64.2%

47.7%

10.0%

55.4%

35.8%

52.3%

90.0%

44.6%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

スキー スノーボード その他 合計

無

有

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

14/15 15/16 16/17 17/18 18/19 19/20 20/21 21/22 22/23 23/24 24/25 25/26

スキーシーズン（年）

スキー スノーボード



27 
 

20. 保険の加入状況 

1)傷害保険の加入状況 

図17-1 は受傷者の傷害保険の加入状況を示し，スキーの受傷者の方がスノーボードの受傷者よりも

9.6ポイント加入率が高率でした。加入しているかどうかがわからない受傷者が，スキーやスノーボー

ドで約4割も存在することは驚きです。さらなる保険加入への啓蒙活動が必要です。 

 

図17-1. 傷害保険の加入状況 

 

2)賠償責任保険の加入状況 

図17-2 は受傷者の賠償責任保険の加入状況です。傷害保険と同様にスキーの受傷者の方がスノーボ

ードの受傷者よりも6.5ポイント高率でした。加入しているかどうかわからない受傷者が，スキー・ス

ノーボード共に約6割弱もいました。 

  

図 17-2. 賠償保険の加入状況 
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21. 受傷時の行動 

図18-1 は受傷時の行動について示したものです。スキー・スノーボードとも「プライベート」での

受傷が最も多く，86～95.6％を占めました。スキーにおいて「講習中」の受傷の割合は10.6％で，スノ

ーボード（3.8%）に比べて6.8ポイント高いのは，スノーボードよりスキースクール等での講習を受講

する機会が多いことと関連があると思われます。 

  
 図 18-1. 受傷時の行動 

 

図18-2 は受傷時の行動のうち｢講習中｣の内訳です。スキーヤー161人、スノーボーダー63人が受傷し

ていました。「授業・講習中」に「生徒」が受傷したと回答があったのはスキー19人，スノーボードが

17人でした。「授業・講習中」に「指導者」が受傷したと回答があったのは，スキー2人，スノーボー

ドが1人でした。 

    
図 18-2. 受傷時の行動｢講習中｣の内訳 
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22. 受傷時のスピード 

図19 は受傷時の「自覚的」スピードを示したものです。スキー・スノーボードともに約81％が「ふ

つう」以下のスピードで受傷しており，「速い」は約17%です。「自己転倒」による受傷はスキーで79.6%，

スノーボードで85.1％に達することから，「ふつう」のスピードと感じていても自分で制御できないほ

どのスピードが出ていることがわかります。「速度」を自覚し少しでも不安を感じたら「速度」を抑え

ることが転倒や衝突による傷害予防の重要なカギとなります。 

  
図 19. 受傷時のスピード 

23. 雪面状況 

図20 は受傷時の雪面状況です。スキー，スノーボードともに受傷時の雪面は「スムース（圧雪）」

の割合が最も高く，約85～88％を占めていました。 

  

図 20. 雪面状況 
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24. 雪 質 

図21 は受傷時の雪質です。スキー，スノーボード，その他の合計で46.7％が乾雪，36.2%が湿雪，9.3％

がアイスバーンでした。 

  
図 21. 雪質 
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資料 1 2025/2026シーズン スキー場ゲレンデ等における死傷事故一覧表（2026年 4月 6日現在）

  

死亡 負傷

1

2025.12.28

（日）

10:00頃

北海道小樽市

朝里川スキー場

家族5人で遊びに来ていた5才の男の子が、屋外にある

スノーエスカレータに母親と乗車していたところ、終着

点近くで転倒し、巻き込み部分に右腕が巻き込まれた。

約40分後に救助されたが意識はなく、その後死亡が確

認された。

お客さま自身による原因と思われる。

停止装置が作動しなかった原因を調査中
各社

2

2026.1.30

（金）

9:00頃

長野県小谷村

つがいけマウンテンリ

ゾート S1

リフトに乗っていたオーストラリア国籍の22才女性が

終点で降り損ね、宙刷りの状態となり死亡した。

リフト終点には、乗り越し検出装置が設置されていた

が、何らかの理由で作動しなかった。

リュックサックのバックルが挟まり降車でき

なかった。

乗り越し検出装置が作動しなかった原因につ

いて調査中。

各社

3

2026.2.1（日）

15:00頃

北海道ニセコ町

ニセコモイワリゾート

スキー場管理区域外 S1

スキー場管理区域外で外国籍の20代男性が心配停止の状態で

見つかり、搬送で死亡が確認された。

男性は7人グループでスキー場管理区域外に入り、一番後ろ

で滑っていたとのこと。

お客さま自身による原因と思われある。 各社

4

2026.2.14(土)

13:00頃

群馬県片品村

丸沼高原スキー場
S1

スキーヤーとスノーボーダーの男性同士が衝突する事故があ

り、スキーヤーの78才男性が死亡し、スノーボーダー37才

男性も重傷。

警察が当時の状況を調査中

5

2026.2.28

（土）

長野県白馬村 スノーモービルのツアーに参加していた、オーストラリア国

籍の8才の女の子が横転したスノーモービルの下敷きとな

り、その後死亡が確認された。

ツアー会社によると、ガイド3人を含む9台でツアーを実施

し、雪道の上り坂でカーブを曲がる際、法面に乗り上げて転

倒した。

立入禁止区域て無許可でツアーを行っていた。

お客さま自身による原因と思われる。

運営会社のコース設定と原因と思われる。

各社

6

2025.3.5(木)

12:00頃

長野県白馬乗鞍岳 B1 バックカントリーツアーに参加していた、名古屋市の40才男

性が立木に衝突し、その後死亡が確認された。

ガイドを含む6人でツアーに参加し標高約2000ｍ付近で立木

に衝突し同行者から警察に通報があり、消防防災ヘリで救助

し搬送した。

お客さま自身による原因と思われる。

7

2025.3.14

(土)

9:00頃

長野県山之内町

一の瀬ファミリースキー

場 S1

スキーヤーとスノーボーダーの男性同士が衝突する事故があ

り、スキーヤーの64才男性が死亡し、スノーボーダー40才

男性は軽傷。

警察が当時の状況を調査中

記 事

S：スキーヤー　　B：スノーボーダー

№ 日 時 発 生 場 所
死傷者

概 要 発 生 要 因
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資料 2 過去 23シーズンのスノースポーツ死亡者数推移 
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資料 3 傷害調査用紙 
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